
洋上風力発電人材育成事業
令和4年度予算額 6.5億円（新規）

事業の内容

条件（対象者、対象行為、補助率等）

事業イメージ

成果目標

⚫ 洋上風力人材の育成に資する教育プログラムの開発と訓練施設の整備を４件

程度支援します。

国
民間事業者等

補助（定額）

補助（2/3）

⚫ 大学、高専等の教育機関と産業界が一体となり、学生や社会人等に対して洋
上風力関連スキルの習得やスキル転換を図っていくために、カリキュラム等を開発
する取組に対し、関連費用を支援します。

⚫ 特に、事業開発（ファイナンス・法務含む）・風車設計・建設・メンテナンス等の
分野別に必要となるカリキュラムの策定を支援します。

資源エネルギー庁
省エネルギー・新エネルギー部
新エネルギー課 風力政策室

民間団体

事業目的・概要

⚫ 2050年カーボンニュートラルの実現に向けて、再生可能エネルギーを最大限

導入することが必要です。特に、洋上風力発電は、再生可能エネルギー主力

電源化の鍵となっています。

⚫ 再エネ海域用法の制定や、「洋上風力産業ビジョン」及び「グリーン成長戦略」

における「2030年までに1000万kW、2040年までに3000万～4500万

kWの案件形成」という目標設定に伴い、今後、我が国における洋上風力発

電の導入拡大が見込まれています。

⚫ 長期的、安定的に洋上風力発電を普及させていくにあたっては、風車製造関

係のエンジニア、洋上工事や調査開発に係る技術者、メンテナンス作業者等、

幅広い分野における人材が必要となります。

⚫ 一方で、現状、日本では、洋上風力に関するノウハウ等の体系化は不十分で

あり、洋上風力に特化した専門的、実践的な教育機関が不足しています。

⚫ このため、本事業では、洋上風力人材育成のための教育プログラムの開発へ

の支援を行うとともに、洋上風力人材の訓練施設等の整備を支援します。

教育機関・
公的研究機関等

補助（2/3）

洋上風力関連スキルの例

⚫ また、作成したカリキュラムの実施に必要な、風車設備のメンテナンスや洋上作業
に係る訓練を行うための施設等の整備費用を支援します。

洋上作業の例 高所作業訓練の例

出所：IWALホームページ


